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～血液センターからの供給関連の情報提供～
（災害時供給体制）

令和４年9月30日（金）
神奈川県合同輸血療法委員会
供給体制小委員会
神奈川県赤十字血液センター
学術情報・供給課
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災害時供給体制について

「第16回神奈川県合同輸血

療法委員会（令和4年1月15

日）」での報告内容を医療機

関等で活用できるようまとめ

ました。
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初期行動

１ 被災直後の血液センターは供給業務に集中する。
（被災直後は街頭、企業での採血業務不可能なため）

通信状況と被災状況の確認を行う。
（災害拠点病院 、災害協力病院等の主要医療機関）

２

通信が途絶の場合は巡回供給の準備・開始する。
（原則として途絶地域の災害拠点病院への巡回）

３
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血液製剤の発注について

１ 平時と同様に管轄の血液センターに発注する。

管轄の血液センターと連絡が取れない場合
神奈川Ｃ管轄 ⇒ 湘南事業所へ

湘南事業所管轄⇒ 神奈川Ｃへ

２

参
考

神奈川県保健
医療救護計画

現行の救急医療体制及
び医薬品等供給体制等

を活用する…
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医療機関への供給について

１ 車両による供給体制とする。
・災害時は時間を有する可能性が高いです。

車両による供給が困難な場合。
・鉄道の利用も検討する。
・関係機関を通じてヘリコプターの要請も検討する。
（過去の災害でヘリでの供給実績はなし。）

２

３ 近隣の血液センターからの供給もある。

４
血液センター来所による受け渡しも可能とする。
・血液センター来所の場合は、医療機関の職員である
ことを職員証等により確認させていただきます。
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血液製剤の在庫について

１
神奈川県内で在庫調整を行う。
（常時、赤血球製剤は概ね3日分、凍結血漿製剤は
概ね2,3週間分の供給量の在庫維持に努めている。）

関東甲信越ブロック内で在庫調整を行う。２

関東甲信越ブロック以外の全国の血液センターか
ら支援・調整を行う。

３
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発注・連絡方法について

１ 医療機関より血液センターへの発注・連絡方法

① Ｗｅｂ発注（スマホからも可）
② 電話・ＦＡＸ（停電時使用できますか？）
③ 他施設へ（神奈川Ｃ管轄 → 湘南事業所へ）

（湘南事業所管轄 → 神奈川Ｃへ）
④ メール※

⑤ 災害用携帯電話※

⑥ 衛星電話※

※原則として医療調整本部等が設置される規模の災害時
に稼働します。

手
段
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北海道胆振東部地震 熊本地震
東北地方太平洋沖地震

（東日本大震災）

２０１８年９月６日
（M6.7 震度7）

２０１６年４月１４、１６日
（M6.5/7.3 震度７）

２０１１年３月１１日
（M9.0 震度７）

北海道赤十字BC状況
通信網 〇

電 気 ×（道内全域）

（自家発電〇）

熊本県赤十字BC状況
通信網 〇
電 気 ×

（自家発電〇）

宮城県赤十字BC状況
通信網 ×
電 気 ×

（自家発電〇）

供給状況（車両）
大きな混乱なし

供給状況（車両）
一部県境を他センター支援
（道路不通の迂回より早いため）

供給状況（車両）
巡回供給

血液製剤
全国的な支援体制により安定供給を確保

過去の主な震災と血液センターの状況



9

最後に


